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論文審査の結果の要旨

心原性脳塞栓症は、超高齢社会の現在増加傾向にあり、重篤な結果を招く

疾患であり、その予防と治療はきわめて大切であります。しかし、ワルファ

リンによる抗凝固療法は，心原性脳塞栓症発症予防に有効であるが，心原性

脳塞栓症発症時の抗凝固療法の強度と臨床転帰の関係については明らかであ

りませんでした。

申請者らは、福岡県の多施設共同脳卒中データベース研究（FukuokaStroke 
Registry; FSR）に登録された患者の中から，抗凝固療法を受けていながら心原

性脳塞栓症を発症した 602例を抽出し、心原性脳塞栓症発症時の入院時プロ

トロンビン時間国際標準比（PT-INR）の強度と臨床転帰の関係について検討し

ました。入院時 PT-INR値が高いほど，神経障害は軽度であり，退院時機能

予後は良好であることを見いだしました。

以上の成績は、 Stroke誌に掲載され、この方面の研究に大きなインパクトを与え

た意義ある成果であると考えられます。本論文についての試験はまず論文の研究目

的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論

文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行い、ほとんど満足すべき回答

を得ました。

以上のことから、調査委員合議の結果、試験は合格であり、審査員 3名とも表彰

に値すると判断致しました。


